
お手入れ 電源プラグ

3938

汚物が流れにくいとき

便器洗浄水量6Lモード
汚物が流れにくいとき

便器洗浄水量8Lモード

4  押す

＜設定完了＞
床排水の場合は洗浄水量が、
大3.8 L/小3.0 L
→大8.0 L/小6.0 Lになります。
（壁排水の場合は、大4.8 L/小3.4 L
→大8.0 L/小6.0 Lになります。）

4  押す

 •「ピッ」という電子音が鳴ります。

＜設定完了＞
床排水の場合は洗浄水量が、
大3.8 L/小3.0 L
→大6.0 L/小5.0 Lになります。
（壁排水の場合は、大4.8 L/小3.4 L
→大6.0 L/小5.0 Lになります。）

「切」にするとき

上記と同じ操作をする
 •「ピーッ」という電子音が鳴ります。

「故障かな？と思ったら」の「汚物がきれいに流れない」（P.56、57）の内容をご確認のうえ、
必要な場合のみ設定を行ってください。

いろいろな使いかた その他設定

プラスチック部品には、
かわいた布やトイレット
ペーパーを使わないでく
ださい。
（傷つきの原因）

※1 「ノズルそうじ」「便器そうじ」「お掃除ミスト」使用時
は除く

※2 電源プラグを差し込んで約10～60秒間は便ふた
が自動で開きません（準備運転中のため）。
リモコンで操作してください。※3

※3 RS1以外

電源プラグ（目安：月に１回）

かわいた布 ぬれた布

1 電源プラグを抜き、
かわいた布でふく

2 電源プラグを差し込み、
作動確認をする
（電源プラグについて➞P.13 ※１）

 警告
 ●電源プラグの刃などについたほこ
りは、定期的に取り除く
  ・プラグを抜き、かわいた布でふい
  　てください。
 ●根元まで差し込む
 ●抜くときは、電源プラグ本体を持つ
  ・コードを引っ張る
  　と、プラグやコー
  　ドが傷みます。

 警告
お手入れや点検のときは、必ず
電源プラグをコンセントから抜く
（感電や誤作動による故障の原因）

ウォシュレット本体

お手入れの際は
安全のため
電源プラグを
抜いてください。※1※2

便器

「切表示」ランプ

①「切」ボタンを
押す
製品への通電
が切れる

②「入」ボタンを
押す
製品への通電
がはじまる

「切表示」ランプが、
①で点灯、②で消灯すれば正常です。

「運転」ランプが
消灯します。
点灯 消灯

1
 
と
 

リモコンランプが
点灯・点滅するまで押す（約10秒）

確認

2 押す

3 押す

「入」にするとき

「便器洗浄水量6Lモード」に設定している場合は、
6Lモードの設定を解除してから行ってください。

「便器洗浄水量8Lモード」に設定している場合は、
8Lモードの設定を解除してから行ってください。

お
手
入
れ


